
平成Ｚ０年度「富山県元気お雪国づく01事業」の慕集

富山県では、県内にお住まいの個人、グループや国内にある大学の先生等が取り組

む雪に関する調査研究・技術開発や普及啓発活動に対しまして、費用の一部を補助す

る支援制度を設けて、元気な雪国づくりを進めてきております。

少しでも興味のある方、アイディアをお持ちの方、県と協働して誰もが住みたい雪

国『富山』、雪対策先進県『富山』、雪国文化と雪に関わる科学技術の拠点『富山』
を全国へ発信していきませんか！！

雪さまからの多数のご応募をお待ちしております。

～事業のあ局害し～

応募できる人

応募できるのは次のいずれかに該当する方々です。

①県内に住所がある個人､グループ､団体

②県内に事業所がある企業

③県内の大学又は企業と共同研究を行なう企業

④国内の高等教育機関の教員又は学生など

応｣墓期間

今年度の応募期間は次のとおりです。

平成20年４月１０日(木)～６月１０日(火） 【雪の結晶】

:テーマ１９内二容等

調査研究･技術開発事業及び普及啓発事業のいずれも､雪に関するものであれば何でもかま
いません｡これまで事業化されたものや県民の皆様から新たなアイデア･ニーズとして寄せられた
ものは次のとおりです｡今年度のテーマ候補としてご検討ください。
●調査研究･技術開発事業

①雪国文化としての雪室･氷室の歴史とその気候学的成立条件の解明
②ヒートパイプを活用した屋根融雪､歩道融雪装置の開発と実験
③地球環境保全･鴨川アクションプラン

④中小規模駐車場内における自動除雪ロボットの研究開発

⑤冬期間の子供の遊び空間の時代変化に見る｢雪遊び文化｣の時代変容など



●県民から寄せられた新たなアイデア･ニーズ

①軒先の屋根雪下ろし

屋根に上がらないでも軒先の雪を下ろせるようなもの

②新タイプのスノーダンプ

舗装面でも動かしやすいもの(例えばタイヤ付きのもの)、雪がこぼれにくいものなど

●普及啓発事業

①県内で開催された雪に関するシンポジウム､学術講演会や公開講座等の開催

②県内で開催される学術講演会､公開講座等の学習活動､雪氷学に関する野外実習など

… 

事業決定

（８月）

募集開始

(４月１０日）

応募締切

(６月１０日）

審査会

(７月）

実施

… 
ご応募いただいた計画につきましては､『富山県元気な雪国づくり事業部会』で審査して､支援す

る事業を選定させていただきます｡県は､予算の範囲内で選定された事業の経費の全部又は－部

を補助させていただきます｡概ねの補助額は次のとおりです。

・調査研究･技術開発事業下限:２０万円～上限:200万円

・普及啓発事業下限:１０万円～上限:５０万円

事業については､年度末までにその成果を報告していただきあわせて県民の皆様等に公表

いたします。

事業によって生じた権利(特許権､実用新案権､意匠権等)は､事業者に帰属しますが､県が

成果を実用化する場合には､その権利を無償で県に提供していただきます。

詳細な応募方法等については､富山県県民生活課のホームページに掲載しておりますので、
申請書類をダウンロードしていただき事業実施計画書等を作成の上、下記まで提出(直接持参
又は郵送･宅配等)ください。また、不明な点等がありましたらお問い合わせください。
県民生活課ホームページ：http:"wwwpreftoyama・jp/cms-sec/1711/kjOOOO6566・html
〒930-8501（住所不要）富山県県民生活課担当者滝本

電話：076-444-3126Ｆａｘ：076-444-3477

Ｅ－ｍａｉＩ：ｔａｍｉｏ・takimoto@preftoyama．’ｇ・ｊｐ
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(３月末）

「

成果報告

(３月）
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